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ひと まち 自然がきらめく 共生の郷 佐用

私たちにできること

主な内容● Contents

絆
き ず な

からはじまるふるさとの復興

平成23年度予算
大震災への支援
FlashNews（まちの話題）

町職員の人事異動

 ････２～４
････５
････12～13
････16～17

　全国からの温かい支援や励ましのおかげで、一昨年の大水害から復
興へと歩みを進める佐用町。そのような中、３月 11 日に東北地方太平
洋沖地震で戦後最大規模の大震災が発生しました。” 今、私たちにでき
ること ” とは　　。被災地支援のため、町内でも様々な活動が展開され
ています（関連記事５㌻）。

3月19日にレクイエムプロジェクトの皆さんが
開催した緊急チャリティーコンサート

３月14日から町内の公共施設など
28か所に設置した救援募金箱

被災地に町職員４人を派遣。３月16日に
２台の車内いっぱいに救援物資を積んで出発
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「
災
害
検
証
委
員
会
」
か
ら

の
提
言
を
受
け
、
災
害
時
の
避

難
支
え
あ
い
制
度
の
創
設
に
伴

う
要
援
護
者
情
報
の
把
握
、
現

場
の
状
況
を
い
ち
早
く
把
握
す

る
た
め
の
災
害
モ
ニ
タ
ー
（
仮

称
）
の
設
置
、
町
内
を
自
動
車

な
ど
で
移
動
中
の
か
た
へ
災
害

情
報
を
発
信
す
る
ド
コ
モ
緊
急

速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
避
難
所
へ
防
災
行
政

無
線
の
戸
別
受
信
機
を
設
置
。

さ
ら
に
は
地
区
遠
隔
装
置
に
よ

る
集
落
放
送
を
役
場
で
集
約

し
、
発
信
で
き
る
よ
う
防
災
行

政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た

め
の
調
査
設
計
な
ど
、
新
規
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

災
害
関
連
の
ハ
ー
ド
面
で

は
、
災
害
復
旧
工
事
が
順
調
に

進
み
、
前
年
度
20
億
９
千
万

円
か
ら
５
億
４
千
万
円
と
、

15
億
５
千
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
年
度
も
農
林

水
産
施
設
、
上
下
水
道
施
設
を

中
心
に
災
害
復
旧
事
業
を
行
う

ほ
か
、
防
犯
灯
の
新
設
・
一
斉

更
新
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
荒
廃

渓
流
の
整
備
に
よ
る
治
山
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
一
方
、
こ
れ

ま
で
災
害
復
旧
工
事
で
凍
結
し

て
い
た
従
来
の
事
業
を
再
開

し
、
普
通
建
設
事
業
費
は
前
年

度
８
億
２
千
万
円
か
ら
大
幅
に

増
加
し
16
億
４
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

農
林
業
関
係
で
は
、
ほ
場
整

備
な
ど
の
基
盤
整
備
促
進
事
業

に
１
億
１
千
万
円
、
林
業
用
路

網
整
備
に
１
２
０
０
万
円
の
事

業
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
関
係
で
は
、
道
路
の
維

持
管
理
費
に
約
７
２
０
０
万

円
、
道
路
の
新
設
・
改
良
な
ど

に
３
億
９
千
万
円
、
円
応
寺
橋

な
ど
橋
の
新
設
・
改
良
に
約

１
億
７
千
万
円
を
計
上
。ま
た
、

河
川
改
修
に
伴
い
久
崎
住
宅
の

移
転
改
築
事
業
に
３
億
８
千
万

円
の
事
業
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

教
育
施
設
の
整
備
は
、
合
併

以
降
、
特
に
学
校
の
耐
震
化
を

優
先
的
に
取
り
組
み
、
本
年
度

の
三
日
月
中
学
校
の
特
別
校

舎
の
耐
震
化
工
事
の
終
了
で
、

小
中
学
校
建
物
の
耐
震
化
率

→

緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で

　
　

  

災
害
情
報
を
発
信

自主防災に取り組む自治会の
支 援 を 行 い ま す（ 写 真 は 昨
年 11 月 28 日に実施した久崎
地域づくり協議会主催の防災
マップ作成実技講習会）

予 算平成23年度

本格的な復興と防災対策に取り組む

災害関連予算は５億９千万円

小
・
中
学
校
耐
震
化

　
　
　

１
０
０
％
達
成
へ

　本年度の当初予算は、一般会計 130
億 3644 万円で前年度当初比 0.8㌫の減
になります。平成 22 年７月に「台風９
号災害検証委員会」からの 90 項目にお
よぶ提言を受け、本格的な復興と防災
対策に取り組みます。
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１
０
０
㌫
を
達
成
し
ま
す
。

　

商
工
業
関
係
で
は
、
発
行
額

の
１
割
分
を
プ
レ
ミ
ア
ム
分
と

し
て
上
乗
せ
し
た
「
町
民
の
暮

ら
し
応
援
券
」
を
販
売
す
る
ほ

か
、
商
店
な
ど
を
対
象
に
、
災

害
か
ら
の
復
興
の
た
め
借
り
入

れ
た
運
転
資
金
融
資
に
対
す
る

利
子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
買
物
不
便
地
域
対
策

と
し
て
、
移
動
販
売
車
の
整
備

費
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

少
子
化
・
子
育
て
対
策
で
は
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
を

拡
充
し
、
無
料
対
象
を
就
学
前

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
引
き
上

げ
ま
す
。ま
た
、学
童
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
マ
リ
ア
幼
稚
園
に
集
約

し
、
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
実
施

し
ま
す
。
そ
の
他
、
子
宮
頸け

い

が

ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種

を
助
成
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
前
年
度

比
1.0
㌫
の
増
と
３
年
ぶ
り
の
増

加
見
込
み
で
す
。
主
な
も
の
で

は
、法
人
町
民
税
が
43
㌫
の
増
、

固
定
資
産
税
が
2.1
㌫
の
増
と
な

る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
災
害

に
伴
う
雑
損
控
除
の
影
響
で
町

民
税
が
5.7
㌫
の
大
幅
な
減
収
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
地
方
交
付
税
は
、
地
域

活
性
化
や
雇
用
創
出
の
支
援
に

対
す
る
費
用
な
ど
が
国
の
政
策

で
盛
り
込
ま
れ
、
合
併
後
最
大

の
58
億
７
１
５
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

増
加
分
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な

い
た
め
、
財
政
調
整
基
金
を

３
億
２
千
万
円
取
り
崩
し
、
基

金
残
高
は
約
20
億
円
と
な
る
見

込
み
で
す
（
一
般
会
計
基
金
残

高
は
グ
ラ
フ
①
の
と
お
り
）。

　

一
般
会
計
町
債
は
、
合
併

以
降
繰
上
償
還
や
新
規
借
入

の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
、
発
行
残
高
は
平

成
18
年
度
の
ピ
ー
ク
時
よ
り

15
億
６
千
万
円
余
り
減
少
し
、

１
８
０
億
１
２
３
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
（
町
債
残
高
の
推

移
は
グ
ラ
フ
②
の
と
お
り
）。

→

乳
幼
児
な
ど
の

医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充

基金の用語解説
特定目的基金　特定の目的のために積み立てられた基金
減債基金　公債費（借金返済の費用）の増加に備え
　て積み立てられた基金
財政調整基金　予測できない収入の減や支出の増加
　に備えて設けられる基金

193億
1,376万円

185億
8,134万円 185億

1,682万円

160億円

170億円

180億円

190億円

200億円

180億
123万円

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ23（見込み）

■グラフ①　一般会計基金残高の推移

■グラフ②　一般会計町債残高の推移

　 特定目的基金　■減債基金　■財政調整基金

予 算23

Ｈ22（見込み）

Ｈ23（見込み）Ｈ22（見込み）

町
民
の
暮
ら
し
応
援
券
を
発
行

 
財
政
調
整
基
金
繰
入

　
　
　
　

３
億
２
千
万
円

町
債
残
高
ピ
ー
ク
時
よ
り

    　

15
億
６
千
万
円
減
少

町税　
22 億 5,681 万円

（17.3%）

地方交付税　
57 億 9,214 万円

（44.1%）地方譲与税等　
５億 1,900 万円（4.0%）

国庫支出金　
6 億 452 万円（4.6%）

県支出金　
10 億 4,202 万円

（8.0%）

地方債　
13 億 6,962 万円

（10.5%）

繰入金　
3 億 8,751 万円

（3.0%）

その他　
9 億 8,546 万円

（7.6%）

地方交付税
58 億 7,150 万円

（45.0%）

歳入
130 億 3,644 万円

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

35億
3,080万円

10億
1,505万円

26億
1,696万円

35億
1,583万円

13億
7,051万円

26億
7,111万円

35億
5,615万円

13億
6,963万円

26億
6,726万円

36億
3,504万円

13億
2,646万円

23億
1,081万円

37億
9,416万円

12億
8,147万円

19億
9,990万円

20億円

40億円

60億円

80億円

Ｈ21

184億
6,047万円

諸支出金　
2 億 1,559 万円（1.7％）

商工費
1 億 8,518 万円（1.4％）

消防費　
5 億 8,100 万円

（4.4％）

議会費　
1 億 5,911 万円（1.2％）

総務費　
13 億 9,630 万円

（10.7％）

民生費　
28 億 6,497 万円

（22.0％）

衛生費　
13 億 6,901 万円

（10.5％）

農林水産費　
8 億 6,449 万円

（6.6％）

土木費　
19 億 4,321 万円

（14.9％）

予備費　
1,000 万円（0.1％）

歳出
130 億 3,644 万円

教育費　
10 億 6,702 万円

（8.2％）

災害復旧費　
2 億 6,152 万円

（2.0％）

公債費　
21 億 1,904 万円

（16.3％）
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予 算23 1
3
,0
3
6
,4
4
0
,0
0
0

今
年
度
の
主
な
事
業
太
字
は
新
規
事
業

会計別予算額
会　計　区　分 予算額（万円）伸率 (％ )

一般会計 130 億 3,644 △ 0.8

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 22 億 7,156 6.5
老人保健特別会計 68 △ 81.2
後期高齢者医療特別会計 2 億 6,035 0.7
介護保険特別会計（事業勘定） 19 億 3,387 7.4
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 903 0.1
朝霧園特別会計 1 億 2,812 3.7
簡易水道事業特別会計 
　（借換債を除く）

9 億 6,236
(9 億 6,236)

26.5
(26.5)

特定環境保全公共下水道事業特別会計 10 億 0,036 11.4
生活排水処理事業特別会計 5 億 4,502 14.5
西はりま天文台公園特別会計 1 億 8,187 △ 5.1
笹ケ丘荘特別会計 1 億 1,695 2.2
歯科保健特別会計 2,971 5.7
宅地造成事業特別会計 4,765 137.4
農業共済事業特別会計 1 億 0,074 2.4
石井財産区特別会計 363 △ 0.5

特別会計合計
（借換債を除く）

75 億 9,190
(75 億 9,190)

9.7
(9.7)

水道事業企業会計
収入 6 億 9,091 101.4
支出 8 億 4,285 85.6

一般・特別・企業会計総額
（借換債を除く）

214 億 7,119
(214 億 7,119)

4.7
(4.7)

問総務課財政室　☎８２－２５４９

■災害復旧・復興
　防犯灯の新設・老朽化設備一斉更新（ＬＥＤ化）1,937 万円
　荒廃渓流の整備による治山事業       2,500 万円
　町民の暮らし応援券の発行	　　2,046 万円
　商工業者運転資金融資の利子補給　400 万円
　災害モニター（仮称）の設置（50 人）25 万円
　避難支えあい制度の創設（災害時要援護者の把握）105 万円
　緊急速報「エリアメール」で
　災害情報を携帯に配信                       29 万円
　ひょうご防災ネットで町職員向け
　情報発信（第４階層機能追加）      30 万円
　防災行政無線のデジタル化（移行調査設計） 1,200 万円
　自主防災行動計画作成などに取り組む
　自治会を支援　                                   142 万円
　農林水産施設災害復旧費　 2 億 5,762 万円
　上下水道施設災害復旧費　    1 億 497 万円
　追悼式・感謝の集い開催　             174 万円
　地域農業再生事業（営農機械整備）    2,325 万円
　高齢者住宅再建などの支援金　    554 万円
　生活復興資金融資などの利子補給　561 万円
　台風第９号災害遺児等修学・生活支援金　120 万円
■地域活性化
　ＪＲ姫新線高速化・増便・利用促進事業　1,158 万円
　コミュニティバス等運行委託（船越線、江川線）625 万円
　路線バス運行補助（三日月～テクノ線）　944 万円
　協働のまちづくり                          3,271 万円
　～まちづくり協議会、地域づくり協議会の運営～
■情報・通信
　地域情報の発信　                             657 万円
　光ファイバー網の管理などの経費　4,582 万円
■少子化・子育て
　乳幼児の医療費助成制度を拡充    　4,650 万円
　（就学前から小学６年生以下を無料に）
                                               【拡充分 730 万円】
　学童保育の充実（施設を集約し送迎バスを運行）
　                                                                  875 万円
　子ども手当　　　　　   　 3 億 5,532 万円
　子育て相談専門員の設置　            198 万円
　子宮頸

け い

がんワクチンなどの予防接種
　　　　　　　                                  2,546 万円
　保育園（12 園）の管理・運営　5 億 2,757 万円
■健康・福祉
　外出支援サービス（さよさよサービス）　4,117 万円
　障がい者支援費                 　3 億 7,585 万円
　救急医療など医師の確保対策　2,800 万円
■環境衛生
　ごみの 15 分別収集のモデル試行と
　啓発パンフレットの全戸配布　    163 万円

■商業・産業・建設
　移動販売車両設備費への助成        500 万円
　ほ場整備等の基盤整備促進事業　1 億 1,010 万円
　農業用水の揚水施設等の施設維持管理適性化事業　880 万円
　林業用路網整備事業                      1,250 万円
　有害鳥獣対策の拡充                      2,349 万円
　県営ため池改修事業（観音池・今ヶ逧池）　307 万円
　中山間地域総合整備事業（獣害防止柵）　1,000 万円
　地籍調査                                  2 億 1,458 万円
　橋りょう長寿命化計画策定事業　517 万円
　町道の維持管理と新設改良　4 億 6,624 万円
　橋りょうの新設改良事業     1 億 7,089 万円
■定住促進
　町営久崎住宅の建替（17 戸）および除却 3 億 7,900 万円
■消防・防災
　消防団再編に伴う分団車両の購入（３台）　2,160 万円
■教育
　上月小学校校舎大規模改造工事　   1 億 190 万円
　三日月中学校特別校舎耐震補強工事　1,105 万円
　スクールアシスタントの配置　    276 万円
　小学校（10 校）の管理・運営（教員人件費除く）1 億 6,905 万円
　中学校（4 校）の管理・運営（教員の人件費除く）    9,274 万円
　学校給食センターの運営　1 億 3,450 万円
　高年大学の運営                                  520 万円
　図書館の管理・運営                  　4,768 万円
　青少年育成センターの運営　        615 万円
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■義援金の受付窓口
　義援金は会計課（☎８２－０６６３）・
各支所で受け付けています。窓口で受け付
けた場合、預り証を発行します。
■救援募金箱を４月末日まで設置
　募金箱を町内の公共施設に４月末日まで
設置しています。なお、救援募金箱への募
金の場合は、預り証の発行はできません。
■町内各事業所へのお願い
　郡経営者協会、町商工会を通じ、義援金
の協力を要請しています。ご協力ください。

※義援金を装った詐欺にご注意ください。

問企画防災課　☎８２－０６６４

緊急チャリティーコンサート開催

追悼の意を歌声にのせて
　阪神・淡路大震災をきっかけに生まれた鎮魂歌「レ
クイエム－あの日を、あなたを忘れない」を発信す
るレクイエムプロジェクトが３月 19 日、さよう文
化情報センターで、東北地方太平洋沖地震被災地へ
の義援金を集める緊急チャリティーコンサートを開
催しました。鎮魂歌を手がける上田益さんが指揮を
とり、一昨年の豪雨災害の被災者などで結成した「レ
クイエムプロジェクト佐用町合唱団」や「神戸いの
りのとき合唱団」、声楽家の北爪かおりさんなど約
40 人が、歌声にのせて追悼の意と励ましのメッセー
ジを送りました。
　なお、会場で集められた義援金は、町が被災地に
届けます。

ひらふくまつりを自粛
宿場町

　４月 10 日㊐に、智頭急行平福駅前広場
で予定していた「宿場町ひらふくまつり」
は自粛（中止）します。

問商工観光課商工振興室　☎８２－０６７０

　大震災への支援

今度は私たちが恩返し�

最後は来場者と「おぼろ月夜」「遙かな友に」
「ふるさと」の３曲を合唱

２台の車いっぱいの救援物資と思いをのせて

町職員４人を被災地に派遣
　東北地方の被災地へ救援物資を届け、状況調査や
支援を行うことを目的に、３月 16 日、町独自で被
災地に職員４人（森田善章・東口和弘・井戸耕一郎・
内山導男）を派遣しました。
　派遣先は宮城県栗原市。佐用町は平成 20 年の岩手
宮城内陸沖地震を経験した同市から、一昨年の水害
時に被災者相談業務や災害復興計画策定についての
アドバイスを受けていました。また同市の企業から
白米３㌧の支援も受けていました。
　３月 16 日午後３時に、役場前で出発式を行い、同
市を目指して出発。翌日午前中に到着し、同市の災
害対策本部に救援物資を届けるとともに、被災地の
情報収集にあたりました。そして３月 18 日深夜に
帰町しました。出発式で庵逧町長から激励を受ける４人の町職員

　各自治会長のかたがたを通じ、町民の皆
さまに義援金をお願いいたしました。皆様
のご協力、ありがとうございました。

ご協力ありがとうございました
救援募金に

募金箱などを設置中
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平
成
20
年
に
開
局
し
た
「
佐

用
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
映
像
で
発

信
さ
れ
る
地
域
の
話
題
が
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。
以
降
、
町
で

は
住
民
自
ら
番
組
を
撮
影
す
る

「
ま
ち
か
ど
カ
メ
ラ
マ
ン
」
の

育
成
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
を
重
ね
る
ご
と

に
撮
影
・
取
材
技
術
も
上
達
。

「
も
っ
と
楽
し
い
番
組
を
」
と

カ
メ
ラ
マ
ン
14
人
が
、
昨
年
６

月
か
ら
行
政
と
協
力
し
な
が
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
に
向
け
調
整

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
総
会
は

昨
年
の
10
月
26
日
に
開
催
。
理

事
長
に
小
原
孝
文
さ
ん
（
大

坪
）、
副
理
事
長
に
千
種
和
英

さ
ん
（
中
町
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
３
月
18
日
に

県
の
認
証
を
受
け
、
４
月
か
ら

本
格
的
な
活
動
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
町
の
委
託
番
組
の

制
作
の
ほ
か
、
改
修
で
変
わ
り

行
く
河
川
の
映
像
記
録
、
被
災

地
の
状
況
を
記
録
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

理
事
長
の
小
原
孝
文
さ
ん
は

「
私
た
ち
も
佐
用
町
で
生
活
し

て
い
る
一
人
。
そ
の
利
点
を
生

か
し
て
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中

で
頑
張
る
人
た
ち
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
こ
と
で
人
や

地
域
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
力
を
込
め
て
話

し
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
楽
し
い
番
組
を

被
災
地
の
状
況
を
記
録  

 

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

住民目線の番組づくりを
住民カメラマンがＮＰＯ法人「まちかど」を発足ケーブルテレビ

佐用チャンネル

　佐用町のケーブルテレビ「佐用チャンネル」で活躍する住民カメラマン 14 人が、ＮＰＯ法
人「まちかど」を設立しました。今後は町からの委託を受けて番組を制作するなど、住民目線
での番組づくりで、町の活性化を目指します。

NPO 法人まちかどメンバー

理事長　小原孝文　（大坪）

副理事長　千種和英　（中町）

理事　　川西和彦　（奥金近）

  〃　　  野村久雄　（櫛田）

  〃           井上昇蔵　（金子）

監事　　釜須義弘　（下徳久上）

  〃  　　森元春代　（甲大木谷）

会員　　有本宏郎　（淀）

  〃  　　石倉健二　（須安）

  〃  　　石倉ふみよ  （須安）

  〃  　　北条義和　（下秋里）

  〃  　    下出　孜　（仁増）

  〃          岡本敏和　（仁方）

  〃          西平　光　（広山）

3月18日の定例会議に参加したメンバーの皆さん

敬称略
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第１回
コスプレイベント
開催

陰お

ん

み

ょ

う

じ

陽
師
の
里
を
全
国
に
発
信

江
川
地
域
固
有
の
資
源
を
生
か
せ

　

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
会
長
：
木
村
政
照
さ
ん
（
福
沢
））
が
、
同
地
域
を
「
陰

陽
師
の
里
」
と
し
て
売
り
出
す
た
め
、
３
月
12
日
、
陰
陽
師
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
プ
レ
ー（
コ
ス
プ
レ
）イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、約
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
里

づ
く
り
の
た
め
、
研
究
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
は
研
究
中
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
存
在
し
た
地
域
資
源
が
、

実
は
「
宝
」
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

地
域
に
は
平
安
時
代
の
陰
陽

師
安あ
べ
の
せ
い
め
い

倍
清
明
と
、
そ
の
ラ
イ
バ

ル
芦あ
し
や
ど
う
ま
ん

屋
道
満
を
ま
つ
る
塚
が
、

谷
を
挟
み
存
立
。
ま
た
２
人
が

最
後
に
戦
っ
た
と
い
う
「
鑓や
り
と
び飛

橋
」
や
、
谷
川
に
安
倍
清
明
が

芦
屋
道
満
の
首
を
洗
っ
た
と
い

う
「
お
つ
け
場
」
が
あ
る
な
ど
、

様
々
な
伝
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
生
か
し
、
陰
陽
師

の
里
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
、

地
域
で
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
が
手
始
め
に
企
画

し
た
の
は
、
陰
陽
師
や
巫み

こ女
に

扮
す
る
こ
と
を
楽
し
む
「
コ
ス

プ
レ
」
イ
ベ
ン
ト
。
前
日
に
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
で
中
止
も
考
え
ま
し
た
が
、

開
催
に
踏
み
切
り
、
観
客
を
含

め
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者

は
、
江
川
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

で
衣
装
に
着
替
え
、
安
倍
清
明

塚
や
芦
屋
道
満
塚
な
ど
に
出
向

き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
カ

メ
ラ
マ
ン
に
囲
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
陰
陽
師
を
テ
ー
マ
に
地
域
で

作
っ
た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
か

き
も
ち
な
ど
の
記
念
グ
ッ
ズ
、

商
工
会
女
性
部
作
成
の
竹
炭
マ

ド
ラ
ー
、
焼
き
栗
、
ぞ
う
に
、

ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
食
わ
せ
隊
の

ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
へ
の
募
金

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
セ
ン
タ
ー
長
の
永

本
大
作
さ
ん
（
末
包
）
は
「
今

回
を
き
っ
か
け
に
、
江
川
地
域

に
足
を
運
ぶ
人
が
増
え
る
よ
う
、

夢
を
追
い
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

「
地
域
の
宝
」
で

　
　

全
国
に
売
り
出
す

イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
手
段

         

広
が
る
地
域
の
夢

�

江川文化センター
で販売された記念
グッズ（写真右）
とそれを買い求め
る来場者

思い思いの衣装をまとった参加者のみなさん（安倍清明塚）

芦屋道満塚に訪れた参加者は、
撮影の対応に大忙しでした
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恒
例
と
な
っ
て
い
る
住
民
手

づ
く
り
芝
居
。
こ
の
演
劇
を
実

施
す
る
の
は
さ
よ
う
ホ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
（
代
表
：
山
川
修
さ
ん

（
円
応
寺
））
の
皆
さ
ん
で
す
。

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成

し
た
の
は
平
成
12
年
。
そ
の
年

に
、
こ
の
ホ
ー
ル
か
ら
佐
用
町

の
手
づ
く
り
文
化
を
発
信
し
よ

う
と
、
か
ね
て
か
ら
あ
っ
た
ス

ピ
カ
ホ
ー
ル
の
企
画
ス
タ
ッ
フ

を
も
と
に
、
照
明
・
音
響
・

舞
台
づ
く
り
な
ど
の
す
べ
て

を
企
画
・
実
施
す
る
「
さ
よ

う
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
」
が
誕
生
。

そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
の

研
修
の
場
と
し
て
、
平
成
13
年

か
ら
住
民
手
づ
く
り
芝
居
を
始

め
ま
し
た
。

　

手
づ
く
り
芝
居
へ
の
出
演
者

は
毎
回
募
集
。
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
く
の
世
代
の
人

た
ち
が
、
演
劇
に
出
演
し
、
盛

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

第
９
回
の
手
づ
く
り
芝
居

は
、
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
直
後

の
練
習
開
始
で
、
公
演
実
施
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
「
水
害
に

あ
っ
た
佐
用
町
を
元
気
づ
け
た

い
」
と
奮
起
。
無
事
公
演
を
終

え
、
伝
統
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
上
演
さ
れ
た
の
は
「
雪

の
女
王
」。
妖
怪
の
つ
く
っ
た

鏡
の
か
け
ら
が
さ
さ
り
、
雪
の

女
王
に
連
れ
去
ら
れ
た
少
年
カ

イ
と
、
カ
イ
を
助
け
る
た
め
に

旅
に
出
る
親
友
の
少
女
ゲ
ル
ダ

を
中
心
と
し
た
物
語
で
す
。

　

稽
古
は
、
10
月
か
ら
週
２
回

か
ら
４
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
。

土
・
日
曜
日
な
ど
の
休
日
に
は
、

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
の
８

時
間
の
稽
古
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
公
演
当
日
。

手
づ
く
り
の
舞
台
セ
ッ
ト
と
衣

装
で
、
出
演
者
た
ち
は
熱
演
。

そ
し
て
巧
み
な
音
響
と
照
明
が

熱
演
を
引
き
立
て
、
見
る
も
の

を
引
き
つ
け
ま
し
た
。

　

公
演
終
了
後
、
出
演
者
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
、
盛
大
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

惜しみない拍手が贈られる
記念の10回公演を迎える地域の文化を

発信する
住民手づくり芝居

　２月 26 日と 27 日、おりひめ文化ホール（さよう文化情報センター）で、住民手づくり
芝居「雪の女王」が上演されました。今回は 10 回目となる記念公演。終了後は、出演者
やスタッフの皆さんの熱演と演出に、惜しみない拍手が贈られました。

さ
よ
う
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
が

築
い
た
伝
統

一
日
８
時
間
に
お
よ
ぶ

練
習
を
重
ね
る

芝居の最後に出演者全員が舞台に登場

のびのびと芝居をする出演者の皆さん。音響や照明ワークも一人ひとりの熱演を引き立てました
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南光
子ども歌舞伎
３月公演

ア
ド
リ
ブ
の
演
技
に
会
場
が
わ
く

　

３
月
４
日
、
三
河
小
学
校
体
育
館
で
南
光
子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
３
月
公
演
が
行
わ

れ
、
会
場
に
地
域
の
人
た
ち
約
３
０
０
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
は
、
一
年
間
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
笑
い
を
誘
う
ア
ド
リ
ブ
の
演
技
が
、
会
場

を
わ
か
せ
ま
し
た
。

　

３
月
公
演
は
、
今
年
度
の
最

終
公
演
。
一
年
間
練
習
を
続
け

て
き
た
南
光
子
ど
も
歌
舞
伎
ク

ラ
ブ
の
集
大
成
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
３
回
の
公
演
を
し

て
き
た
同
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
。
３
月
公
演
に
は
、
年
明
け

早
々
か
ら
、
活
動
を
支
援
す
る

「
南
光
子
ど
も
歌
舞
伎
育
成
会

（
会
長
：
春
名
薫
さ
ん
（
上
三

河
））
な
ど
の
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
練
習
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。

　

本
年
度
、
同
ク
ラ
ブ
に
所
属

す
る
子
ど
も
た
ち
は
９
人
。
６

年
生
が
不
在
で
し
た
が
、
４
人

の
５
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
。
９
人
が
力
を
合
わ
せ
、

平
成
４
年
か
ら
続
く
伝
統
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
目
は
「
義
経
千
本

桜
」
の
中
で
も
一
番
の
名
場
面

と
さ
れ
る
「
吉
野
山　

静
・
忠

信
道
行
き
の
場
」。
あ
で
や
か

な
衣
装
を
ま
と
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
約
45
分
間
に
わ
た
り
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ア
ド
リ
ブ

を
交
え
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
上

演
。
最
後
は
「
狐
六
法
」
と
呼

ば
れ
る
歌
舞
伎
独
特
の
所
作
で

幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
演
終
了
後
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
と
と
も
に
、
ス
テ
ー

ジ
に
は
た
く
さ
ん
の
お
ひ
ね
り

が
飛
び
ま
し
た
。

大胆かつ繊細な演技を見せる南光
子ども歌舞伎クラブ。写真は最後
の場面。「狐六法」と呼ばれる歌
舞伎独特の所作を披露しました

６
年
生
不
在
の
中

　

９
人
が
伝
統
を
守
る

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と

お
ひ
ね
り
が
飛
ぶ

1公演前の準備風景2公演前に本を
読んでリラックス3笑いをさそった
５人のアドリブ演技4公演後に指導
者の嵐獅山さんに花束を贈呈

1

2

3

4
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おめでとうございます
　小林ちづ子さん（奥金近）、武地玉野さん（福吉）、森本民代さん（甲大木谷）が百歳を迎えられました。
　明治 44 年の２月から３月生まれの３人は、大変お元気でご家族や施設の皆さんから温かい祝福を
受けました。なお町からは、長寿祝金と花束が贈呈されました。

小林ちづ子さん 武地玉野さん

祝百歳
いつまでもお元気で

災害時協力の協定を結ぶ
佐用郡自動車整備業組合と町

　佐用郡自動車整備業組合（組合長：小林健さん（力
万・小林モータース））と町が、災害発生時、道路上
の放置車両の除去などで協力する「災害発生時におけ
る障害物除去等の協力に関する協定」を結びました。
　この協定は同組合の「災害時、障害物除去に積極的
に協力したい」との意向で実現しました。３月 25 日、
町長室で行われた調印式では、小林さんと副組合長の
安東哲也さん（平福上町・平福モータース）を含む役
員８人が出席。４月以降、道路障害物の除去のほか、
被災者救助、被災公用車の代替車両を確保することな
どの協力関係を確認しました。なお、公用車両の確保
以外は同組合のボランティアです。
　小林さんと安東さんは「今日でお互いに協力する体
制が整いました。プロの集団としての技量、そして資
機材を生かし、災害時に町に貢献できれば」と話して
いました。

森本民代さん

３月19日から一般開放
２代目ビッグスライダー

　昨年 11 月から工事を進めていた２代目ビッ
グスライダーがこのほど完成し、３月 19 日か
ら一般開放されました。
　新しいすべり台は長さ約 100㍍。スピード感
を味わえるストレートを基本に、ダイナミック
な一回転や大きなカーブを設けました。また、
幼 児 も 楽 し め る よ う
に、スタート地点には
複合遊具も設置してい
ます。
　その他、すべり台の
新設にあわせて、公園
内の駐車場やトイレも
改修しました。

問笹ケ丘荘　☎８８－０１４９

幼児も遊べる遊具

完成したすべり台

協定を結んだ組合役員の皆さん（左から２番目が
組合長の小林健さん、３番目が安東哲也さん）と
庵逧町長
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のイベント情報春

チューリップ園

　

播
磨
科
学
公
園
都
市
の
主
要

施
設
と
美
し
い
自
然
に
親
し
み

な
が
ら
の
約
２
時
間
の
コ
ー
ス

で
す
。

■
日
時　

４
月
17
日
㊐
午
前
８

　

時
30
分
集
合
・
午
前
９
時
出
発

■
集
合　

光
都
芝
生
広
場
南
側

■
申
し
込
み
方
法　

　

４
月
８
日
㊎
午
後
５
時
ま
で

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
参
加
者
全
員
の
住
所
、

名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
が
必

要
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

先
着
２
０
０
人
。
当
日
申
込
可
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合

　

☎
０
７
９
１
（
58
）
０
５
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
１
（
58
）
１
４
７
１

Ｅ
メ
ー
ル　

som
u@harim

akogen.jp

■
日
時　

４
月
24
日
㊐

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

光
都
プ
ラ
ザ

問
光
都
プ
ラ
ザ
テ
ナ
ン
ト
会

　

☎
０
７
９
１（
58
）２
９
０
０（
前
日
ま
で
）

　

☎
０
７
９
１
（
58
）
０
７
１
５
（
当
日
）

　

地
域
で
頑
張
る
団
体
が
活
動

を
発
表
す
る
「
出
る
杭
大
会
」

を
は
じ
め
、
西
播
磨
の
ご
当
地

グ
ル
メ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集
ま

り
ま
す
。

　

姫
新
線
三
日
月
駅
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
29
日
㊗

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　
光
都
プ
ラ
ザ
前
芝
生
広
場

問
西
播
磨
県
民
局
地
域
企
画
課

　

☎
０
７
９
１
（
58
）
２
１
１
３

　

ス
プ
リ
ン
グ
８
や
ニ
ュ
ー
ス

バ
ル
、
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
な
ど
の
施
設

公
開
の
ほ
か
、
小
中
学
生
で
も

楽
し
め
る
科
学
実
験
が
行
わ
れ

ま
す
。
見
学
に
は
臨
時
駐
車
場

（
西
播
磨
総
合
庁
舎
北
側
）
か

ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
30
日
㊏

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

（
入
場
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

ス
プ
リ
ン
グ
８

問
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
１
（
58
）
２
７
８
５

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒
例
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
。
約

５
千
平
方
㍍
の
広
場
に
７
種
約

４
万
７
千
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
咲
き
ま
す
。

　

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

光
都
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

播
磨
科
学
公
園
都
市

光
都
プ
ラ
ザ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

西
播
磨
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
祭

ス
プ
リ
ン
グ
８
施
設
公
開

光
都
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

４月23日 土開催日

集合場所

上月城跡 
歴史と自然の遊歩道散策

美しい日本の村
「目高集落」を訪ねて

小雨決行

姫新線上月駅

集合時間 午前10時30分
（解散は午後３時ごろ）

　目高集落や皆田和紙保存会、町国際
交流協会などが後援するイベントで
す。歴史解説を聴きながら、上月城か
ら尾根道古道の遊歩道を散策するコー
スです。往路は上月城跡まで少し急な
登りがありますが、後はなだらかな道
です。復路は美しい田舎の景色を楽し
んでください。参加無料で、参加申し
込みは不要です。

問利他の花咲く村　☎８６－８７７７

JR 姫新線利用促進

■
日
時　

４
月
13
日
㊌

　
　
　
　
　
　
　
　

～
27
日
㊌

■
場
所　

光
都
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

問
播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合

　

☎
０
７
９
１
（
58
）
０
５
７
５

　

開
花
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

     http://w
w

w
.harim

akogen.jp
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明るく楽しい話題がありましたら広報室までご連絡ください。
総務課広報室　☎８２－２５４９

まちのわだい

FLASH  NEWS

　２月 27 日、三日月文化センターで、講師
に秋武理恵さん（広山）を招いてケーキづく
り教室が開催されました。この行事は三日月
地域づくり協議会（会長：坂口榮さん（鎌倉））
が開催したもので、子どもから大人まで 10
人がケーキづくりに取り組みました。
　参加者の皆さんはグループに分かれ、秋武
さんの指導を熱心に聴講。目の詰まったチョ
コレートケーキ「ブラウニー」と、スポンジ
にババロアを流し込んでつくる「ビクトリア
トルテ」づくりに挑戦しました。
　完成後は、ケーキでティータイム。リラッ
クスした時間を楽しんでいました。

手づくりケーキでティータイム
三日月地域でケーキづくり教室開催

手づくりケーキの味はひときわ。会話も弾みます

おいしい食事と草笛で交流
みつわ会と南光地区年長児の交流会
　３月９日、南光文化センターで、みつわ会
主催の南光地区年長児との交流会が行われま
した。
　この行事は毎年の恒例行事。園児たちはみ
つわ会の招待を受け、手づくりのサンドウィッ
チやスープなどを食べながら、お互いに交流
を深めました。
　食後は、赤とんぼ草笛会（たつの市）によ
る演奏会。園児たちは「一年生になったら」
や「赤とんぼ」などの演奏を楽んだ後、実際
に草笛を体験しました。

おいしい食事に園児もにっこり

姫新線に乗ってみんなで遠足
三日月保育園
　姫新線の利用促進をかねて、三日月保育園
の全園児 50 人が３月 10 日、姫新線に乗って
たつの市へ遠足にでかけました。全園児で姫
新線を利用した遠足は初めての取り組みです。
　年長児のみんなは、列車に乗ったことがな
い小さな園児たちの手をとって、午前 10 時
48 分発の上り列車に乗車。日常とは異なる車
内で、会話も弾みました。
　本龍野駅で下車した園児たちは、たつの市
内の中川原公園で元気に遊んだ後、愛情たっ
ぷりのお弁当で昼食をとって、たつの市消防
署を見学。帰りの車中では、園児たちは気持
ちよく居眠りするほどクタクタに。楽しい思
い出がまた一つ増えました。 姫新線に乗り込む園児たち
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まちのわだい

FLASH  NEWS
農作物を鳥獣被害から守れ
鳥獣被害防止に向けたフォーラム開催

　農会長や自治会長、猟友会の代表などで組
織する町鳥獣被害防止対策協議会が３月６日、
南光文化センターで鳥獣被害防止に向けた
フォーラムを開催しました。会場には町内外
から約 180 人が集まりました。
　講師は県立大学教授の室山泰之さんが務め、
集落ぐるみでの被害防止策を講演しました。
　また事例報告では、町内から口金近集落自
治会長の春名葊行さんが、大量捕獲わなを使っ
た捕獲活動について、また町商工会青年部長
の加古原瑞樹さん（上町）が、シカ肉を使っ
た特産品開発について報告しました。

　三河地域づくり協議会（会長：嶋本昭彦さん
（下三河））主催の「みかわ趣味の作品展」が、
３月５日から７日の３日間、三河地域づくりセ
ンターで開催されました。約 100 点の作品が展
示され、３日間で約 300 人が鑑賞しました。
　この作品展は今回で３回目。出品数も年々増
えてきています。６日の日曜日には「三河ふれ
あい喫茶」も同時開催され、芸術鑑賞の後、コー
ヒーを飲みながら、三河の地域づくりの話で盛
り上がりました。
　地域交流部会長の淡路剛さん（河崎）は「こ
の作品展も三河地域に定着し、だれもが集まれ
る交流の場となりました」と笑顔で話していま
した。

３日間で300人が鑑賞
みかわ趣味の作品展

子どもから高齢者まで多くの人が鑑賞しました

事例報告をする春名葊行さん（写真上）と来場者

　１月に ” フレッシュプリキュア キュアパッ
ション ” と名のるかたから届いた善意の品『こ
ども商品券』。この商品券で、さよう子育て支
援センターに集う子どもたちが、楽しく遊べ
るおもちゃを購入しました。
　購入したおもちゃは、おもちゃの野菜や果
物、包丁などがセットになった「ままごとセッ
ト」。同センターに来た子どもたちは、このお
もちゃを使って、ままごと遊びをするなど、
楽しく遊んでいます。
　キュアパッションさん、ありがとうござい
ました。

「キュアパッション　ありがとう」
善意の品でままごとセットを購入

さ
ん

ままごとセットで遊ぶ子どもたち
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より良い教育・保育環境をつくる
　少子化の中、全国的に小・中学校の規模適正化に向けた動きが活発化しています。
近隣では、相生市や宍粟市、上郡町で、すでに２～３年前から小・中学校の規模適正
化計画が実行されています。佐用町も過疎化・少子化の進行で、小・中学校や保育園
の小規模化が進んでいます。より良い教育・保育環境をつくるため、町では小・中学校、
保育園の規模適正化に向けた取り組みを始めます。そこで今月号広報から、シリーズ「よ
り良い教育・保育環境をつくる」を連載します。

　町内の小・中学校、保育園は、少子化・過疎化の進行で、学校 ･ 園の小規模化が急激に進んでい
ます。
　教育委員会でまとめた小・中学校の児童・生徒数の推移は、平成５年度に 2,717 人であったのが、
平成 22 年には 1,425 人まで減少しました。また平成 34 年度には 870 人まで減少すると推測し、
学校の小規模化は今後も急激に進むと予測しています。
　そして小規模化で、集団教育の良さがなくなる、教職員などの人員が減るほか、学校や園の運営、
子どもたちの指導が困難になるなど、様々な課題が生じています。

　このような中、町では教育の基本指針「佐用町
教育振興基本計画（夢ある教育　きらめきプラン）」
を１月に策定しました。計画策定には、保護者や
地域の代表者、学識経験者、公募による委員や教
職員を含め 20 人で組織した「教育基本方針策定
委員会」を昨年６月に設置し、様々な議論を重ね
てきました。
　この ” 夢ある教育　きらめきプラン ” では、５
つの重点目標を次のとおり設定しました。
①『未来に向かってはばたく「夢」をはぐくむ』
②『「生きる力」を培う』
③『豊かな人間性や社会性を育てる』
④『地域に根ざした開かれた学校・園をつくる』
⑤『社会の変化に対応する学校・園をつくる』
　その一つの⑤「社会の変化に対応する学校・園
づくり」の実現には、町の特性を踏まえた小・中
学校 ･ 保育園の規模適正化が早急な課題であるこ
とを示しています。

　さらに町では関係各課職員によるプロジェクトを設置し、３月に「学校 ･ 園規模適正化推進計画」
を作成しました。今後は５月以降、規模適正化に向けた全町での説明会、校区ごとの懇談会を予定
しています。保護者や地域の皆さんと十分な協議を重ね、学校 ･ 園の規模適正化に取り組みます。

問教育委員会　☎８２－２４２４ 問健康福祉課社会福祉推進室　☎８２－０６６１

シリーズ
で掲載開始

小規模化で集団教育の良さがなくなる

規模適正化は早急に取り組むべき課題

説明会を５月以降に開催予定

平成 34 年度には児童・生徒数は 870 人

教育基本方針「きらめきプラン」を策定

３月に「学校・園規模適正化推進計画」を作成

１月に策定した
「きらめきプラン」

14

教育基本方針策定委員会のようす
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高
齢
の
た
め
に
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
た
か
た
に
、
さ

よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
利
用
券
な
ど
を
贈

呈
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

佐
用
町
に
住
民
登
録
し
て
い

る
65
歳
以
上
の
か
た
で

①
運
転
免
許
証
を
有
効
期
限
内

　

に
自
主
返
納
し
た
か
た

③
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に

　

自
主
返
納
し
た
か
た

※
４
月
１
日
以
前
の
返
納
は
対
象
外

■
申
請
期
限

　

自
主
返
納
日
以
降
３
か
月
以
内

■
支
援
内
容

①
さ
よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
・
佐
用

　

＝
船
越
線
コ
ミ
バ
ス
・
江
川

　

ふ
れ
あ
い
号
の
利
用
券
１
冊

②
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
利
用
券

　

１
冊

③
顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

事
前
に
佐
用
警
察
署
で
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
の
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い

①
佐
用
警
察
署
で
交
付
さ
れ
た

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証

　

の
取
消
通
知
書
の
写
し
」
ま

　

た
は「
運
転
経
歴
証
明
書（
有

　

償
申
請
）
の
写
し
」

②
取
り
消
さ
れ
た
運
転
免
許
証
の
写
し

③
印
か
ん

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

　

発
行
希
望
の
か
た

①
本
人
確
認
書
類

　
【
１
つ
で
よ
い
も
の
】
パ
ス
ポ
ー
ト
、

　
　

身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど

　
【
２
つ
必
要
な
も
の
】
健
康
保
険
証
、

　
　
医
療
受
給
者
証
、
年
金
証
明
な
ど

②
顔
写
真
（
45
㍉
×
35
㍉
、
正

　

面
、
無
帽
、
無
背
景
で
６
か

　

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

　

※
役
場
で
撮
影
可

③
印
か
ん

■
注
意
点

①
代
理
申
請
・
郵
送
申
請
は
不
可
。

②
支
援
は
１
人
１
回
限
り
。

■
申
請
窓
口

　

住
民
課
ま
た
は
各
支
所

問
企
画
防
災
課
ま
ち
づ
く
り
防
災
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
で

公
共
交
通
利
用
券　

を
贈
呈

など

身障手帳などをお持ちのかたの

軽自動車･普通自動車税減免
　身体障がい者手帳などをお持ちのかたが利用
する自動車は税の減免を受けることができます。
ただし１人につき１台に限ります。

■減免対象となる自動車　身体障がい者手帳を
　お持ちのかた、または生計が同じかたが取得・所
　有する自動車で、身体障がい者手帳をお持ちのか
　たのために継続して使用する自動車

【軽自動車】
■申請場所　税務課または各支所
■申請締切　５月 24 日㊋
■必要書類　身体障がい者手帳、印かん、運
　転免許証、車検証
問税務課町税対策室　☎８２－０６６２

【普通自動車】

■申請場所　龍野県税事務所
■申請締切　４月１日から納期限まで（納期限
　後に身体障がい者手帳の交付を受け、減免事由に該
　当するかたは、該当年度２月末まで）
■必要書類　身体障がい者手帳、印かん、生
　計同一証明書（必要なかたは役場健康福祉
　課へ）、運転免許証など

問龍野県税事務所
　☎０７９１（６３）５１３０

　平成 22 年度に学生のため、国民年金保険料の
納付を猶予されていて、引き続き在学予定のか
たに日本年金機構からはがき形式の学生納付特
例申請書が送付されます。
　同じ学校に在学するかたは、申請書に必要事
項を記入し、返送すれば特例申請ができます。
ただし、学生納付特例申請書が届かないかたや
在学される学校に変更があるかたは、①学生証
など在学の事実を確認できるもの②年金手帳（お
持ちのかたのみ）③印かんを持参の上、住民課、
または各支所・出張所で手続きをしてください。

　国民年金保険料をクレジットカード会社が立
替払いし、カード会員のかたに請求する方法で
す。ただし、過去の未払い分の保険料について
はご利用できません。
　保険料の納付方法は、毎月納付、６ヶ月前納
及び１年前納があります。保険料の一部を免除
されている場合は利用できません。またクレジッ
トカードでの毎月納付には割引はありません。
　なお、カード会社へのお支払回数は１回払い
のみとなります。納付をご希望される場合は手
続きが必要です。

国民年金

保険料学生納付特例申請

保険料のクレジットカード納付

問姫路年金事務所　　　☎０７９（２２４）６３８２
問住民課年金・保険室　☎８２－０６６０
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機
構
改
革
の
概
要

■
広
報
室
を
総
務
課
へ

　

企
画
防
災
課
広
報
室
が
総
務
課

広
報
室
に
変
わ
り
ま
す
。

■
支
所
の
係
を
３
つ
に

　

こ
れ
ま
で
支
所
に
あ
っ
た
６
係

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
・
生
涯
学
習
係
・

地
域
振
興
係
・
戸
籍
住
民
係
・
税

務
係
・
健
康
福
祉
係
）
を
、
地
域

振
興
係
・
住
民
窓
口
係
・
地
域
防

災
係
の
３
係
に
再
編
し
ま
す
。

人
事
異
動

　
（  

）
内
は
、
旧
所
属
・
職
名
な

ど
（
正
規
職
員
の
み
掲
載
。
係
名

は
省
略
）。

■
課
長
・
参
事
・
室
長
級

◆
企
画
防
災
課
長　

平
井
隆
樹
（
同

課
ま
ち
づ
く
り
防
災
室
長
）
◆
税

務
課
長　

橋
本
公
六
（
同
課
収
納

管
理
室
長
）
◆
農
林
振
興
課
長　

茅
原　

武
（
同
課
地
籍
調
査
室
長
）

◆
上
下
水
道
課
長　

小
林
裕
和
（
農

林
振
興
課
長
）
◆
生
涯
学
習
課
長

　

保
井
正
文
（
税
務
課
長
）
◆
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長	

長
尾

富
夫
（
企
画
防
災
課
長
）
◆
教
育

委
員
会
教
育
課
長　

坂
本
博
美
（
同

課
企
画
総
務
室
長
）
◆
上
月
支
所

長
兼
地
域
振
興
室
長　

岩
本
弘
美

（
住
民
課
年
金
・
保
険
室
長
）
◆
南

光
支
所
長
兼
地
域
振
興
室
長　

上

谷
和
之
（
建
設
課
道
路
河
川
管
理

室
長
）
◆
総
務
課
総
務
人
事
室
長	

鎌
井
千
秋
（
同
課
財
政
室
長
）
◆

総
務
課
財
政
室
長　

岡
本
隆
文
（
健

康
福
祉
課
社
会
福
祉
推
進
室
長
）

◆
総
務
課
広
報
室
長　

谷
口
俊
廣

（
企
画
防
災
課
広
報
室
長
）
◆
住
民

課
環
境
衛
生
対
策
室
長　

伊
東
静

夫
（
総
務
課
付
室
長
）
◆
住
民
課

付
室
長
【
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所

長
】　

井
上　

昇
（
同
課
環
境
衛
生

対
策
室
長
）
◆
建
設
課
道
路
河
川

管
理
室
長　

三
角
雅
昭
（
税
務
課

町
税
対
策
室
長
）

　

昇
任

◆
企
画
防
災
課
ま
ち
づ
く
り
防
災

室
長　

高
見
寛
治
（
同
課
同
室
副

室
長
）
◆
税
務
課
町
税
対
策
室
長

　

吉
井
正
志
（
農
林
振
興
課
地
籍

調
査
室
副
室
長
）
◆
税
務
課
収
納

管
理
室
長　

伊
藤　

真
（
農
林
振

興
課
農
林
水
産
振
興
室
副
室
長
）

◆
住
民
課
年
金
・
保
険
室
長　

梶

生
隆
弘
（
同
課
同
室
副
室
長
）
◆

住
民
課
付
室
長
【
に
し
は
り
ま
環

境
事
務
組
合
派
遣
】　

舟
引　

新

町
職
員
の
人
事
異
動

   

役
場
組
織
の
一
部
を
改
革

（
同
課
付
副
課
長
【
同
組
合
派
遣
】）

◆
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
推
進
室

長　

小
野
功
記
（
教
育
委
員
会
教

育
課
教
育
推
進
室
副
室
長
）
◆
農

林
振
興
課
地
籍
調
査
室
長　

濱
名

弘
光
（
同
課
同
室
副
室
長
）
◆
建

設
課
河
川
復
興
事
業
推
進
室
長　

森
下　

守
（
同
課
同
室
副
室
長
）

◆
教
育
委
員
会
教
育
課
企
画
総
務

室
長　

尾
崎
文
昭
（
総
務
課
総
務

人
事
室
副
室
長
）
◆
教
育
委
員
会

教
育
課
付
室
長
【
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
】　

加
藤
逸
生
（
同
課
付
副
課

長
【
同
セ
ン
タ
ー
所
長
】）

	

■
副
課
長
・
副
室
長
級

◆
住
民
課
年
金
・
保
険
室　

藤
木

益
美
（
生
涯
学
習
課
【
町
民
プ
ー

ル
施
設
長
】）
◆
農
林
振
興
課
農
林

水
産
振
興
室　

鎌
内
寛
憲
（
上
下

水
道
課
上
水
道
管
理
室
）
◆
商
工

観
光
課
商
工
振
興
室　

藤
東
孝
幸

（
三
日
月
支
所
地
域
振
興
室
）
◆
上

下
水
道
課
上
水
道
管
理
室　

西
坂

英
和
（
生
涯
学
習
課
付
）
◆
上
下

水
道
課
下
水
道
管
理
室　

松
井
寿

登
司
（
建
設
課
道
路
河
川
管
理
室
）

◆
生
涯
学
習
課　

竹
内
弘
美
（
住

民
課
戸
籍
・
住
民
相
談
室
）
◆
生

涯
学
習
課
【
町
民
プ
ー
ル
施
設
長
】

　

鎌
井
弥
生
（
税
務
課
町
税
対
策

室
）

　

昇
任

◆
総
務
課
総
務
人
事
室　

小
林　

実
（
税
務
課
町
税
対
策
室
）
◆
総

務
課
財
政
室　

藤
木　

卓
（
同
課

同
室
）
◆
企
画
防
災
課
ま
ち
づ
く

り
防
災
室　

大
永
克
司
（
商
工
観

光
課
商
工
振
興
室
）
◆
企
画
防
災

課
ま
ち
づ
く
り
防
災
室　

福
本
秀

基
（
同
課
同
室
）
◆
税
務
課
町
税

対
策
室　

西
本
節
子
（
教
育
委
員

会
教
育
課
【
給
食
セ
ン
タ
ー
】）
◆

住
民
課
戸
籍
・
住
民
相
談
室　

敏

蔭
純
子
（
同
課
同
室
）
◆
健
康
福

祉
課
社
会
福
祉
推
進
室　

安
本
英

生
（
同
課
同
室
）
◆
健
康
福
祉
課

社
会
福
祉
推
進
室　

衣
笠
俊
博
（
上

下
水
道
課
下
水
道
管
理
室
）
◆
健

康
福
祉
課
健
康
増
進
室　

横
山
幸

代
（
同
課
同
室
）
◆
健
康
福
祉
課

朝
霧
園　

西
坂
文
良
（
同
課
同
園
）

◆
農
林
振
興
課
農
林
水
産
振
興
室

　

服
部
憲
靖
（
同
課
同
室
）
◆
農

林
振
興
課
農
林
土
木
整
備
室　

福

地
泰
弘
（
同
課
同
室
）
◆
商
工
観

光
課
定
住
対
策
室　

中
石
嘉
勝
（
企

画
防
災
課
ま
ち
づ
く
り
防
災
室
）

◆
建
設
課
道
路
河
川
事
業
室　

横

山
重
明
（
同
課
同
室
）
◆
建
設
課

道
路
河
川
管
理
室　

井
上
憲
生
（
同

課
同
室
）
◆
生
涯
学
習
課　

安
東

文
裕
（
同
課
）
◆
上
月
支
所
地
域

振
興
室　

岡
野
章
彦
（
同
所
同
室
）

◆
教
育
委
員
会
教
育
課
企
画
総
務

室　

敏
蔭
高
弘
（
農
林
振
興
課
農

林
水
産
振
興
室
）
◆
教
育
委
員
会

教
育
課
教
育
推
進
室　

衣
笠　

修

（
同
課
同
室
）

■
課
長
補
佐
・
室
長
補
佐
級

◆
総
務
課
広
報
室　

間
嶋
博
幸
（
企

画
防
災
課
広
報
室
）
◆
企
画
防
災

課
ま
ち
づ
く
り
防
災
室　

幸
田
和

彦
（
三
日
月
支
所
地
域
振
興
室
）

◆
企
画
防
災
課
ま
ち
づ
く
り
防
災

室　

高
見
浩
樹
（
同
課
復
興
企
画

室
）
◆
税
務
課
収
納
管
理
室　

桑

田
淑
恵
（
会
計
課
）
◆
健
康
福
祉

課
健
康
増
進
室　

福
地
文
月
（
同

課
【
朝
霧
園
】）
◆
農
林
振
興
課
農

林
水
産
振
興
室　

松
阪
鉄
矢
（
同

課
農
業
共
済
推
進
室
）
◆
農
林
振

興
課
地
籍
調
査
室　

笹
江
正
樹
（
西

は
り
ま
天
文
台
公
園
）
◆
建
設
課

道
路
河
川
事
業
室　

岡
畑
和
秀
（
生

涯
学
習
課
）
◆
建
設
課
道
路
河
川

管
理
室　

長
峰
忠
夫
（
商
工
観
光

課
定
住
対
策
室
）
◆
西
は
り
ま
天

文
台
公
園　

笹
谷
律
子
（
教
育
委

員
会
教
育
課
企
画
総
務
室
）
◆
三

日
月
支
所
地
域
振
興
室　

間
嶋
節

夫
（
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
推
進

室
）
◆
教
育
委
員
会
教
育
課
企
画

総
務
室　

西
本
和
彦
（
南
光
支
所

地
域
振
興
室
）
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2011/ ４月号

　

昇
任

◆
税
務
課
町
税
対
策
室　

間
嶋
ひ

と
み
（
同
課
同
室
）
◆
住
民
課
環

境
衛
生
対
策
室　

福
岡
真
一
郎
（
同

課
同
室
）
◆
健
康
福
祉
課
社
会
福

祉
推
進
室　

諏
訪　

弘
（
同
課
同

室
）
◆
建
設
課
道
路
河
川
事
業
室

　

香
嶋
信
行
（
同
課
同
室
）
◆
西

は
り
ま
天
文
台
公
園　

坂
元　

誠

（
同
園
）
◆
西
は
り
ま
天
文
台
公
園

　

船
曳
英
司
（
企
画
防
災
課
ま
ち

づ
く
り
防
災
室
）
◆
教
育
委
員
会

教
育
課
企
画
総
務
室　

中
村
剛
彰

（
同
課
同
室
）
◆
教
育
委
員
会
教
育

課
【
給
食
セ
ン
タ
ー
】　

眞
島
祐
子

（
総
務
課
総
務
人
事
室
）

■
係
長
級

◆
総
務
課
総
務
人
事
室　

徳
力
信

介
（
上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
室
）

◆
総
務
課
財
政
室　

西
田
陽
子
（
西

は
り
ま
天
文
台
公
園
）
◆
総
務
課

広
報
室　

福
田
真
美
（
企
画
防
災

課
広
報
室
）
◆
企
画
防
災
課
復
興

企
画
室　

春
國
由
起
夫
（
同
課
広

報
室
）
◆
住
民
課
年
金
・
保
険
室

　

井
村
文
夫
（
総
務
課
総
務
人
事

室
）
◆
農
林
振
興
課
農
林
水
産
振

興
室　

藤
岡
路
子
（
上
月
支
所
地

域
振
興
室
）
◆
農
林
振
興
課
地
籍

調
査
室　

寺
田
良
和
（
上
下
水
道

課
上
水
道
管
理
室
）
◆
建
設
課
道

路
河
川
管
理
室　

井
戸
和
美
（
議

会
事
務
局
）
◆
上
下
水
道
課
上
水

道
管
理
室　

堀
口
文
彦
（
建
設
課

道
路
河
川
管
理
室
）
◆
上
下
水
道

課
下
水
道
管
理
室　

井
戸
耕
一
郎

（
教
育
委
員
会
教
育
課
企
画
総
務

室
）
◆
生
涯
学
習
課　

鞍
田　

誠

（
同
課
上
月
体
育
館
）
◆
議
会
事
務

局　

高
橋
真
弓
（
農
林
振
興
課
農

林
水
産
振
興
室
）
◆
教
育
委
員
会

教
育
課
企
画
総
務
室　

井
土
達
也

（
企
画
防
災
課
復
興
企
画
室
）

　

昇
任

◆
総
務
課
総
務
人
事
室　

谷
本
美

沙
（
同
課
財
政
室
）
◆
健
康
福
祉

課
子
育
て
支
援
室　

押
田
淳
子
（
同

課
同
室
）
◆
建
設
課
道
路
河
川
事

業
室　

小
田
原
敏
之
（
同
課
同
室
）

◆
西
は
り
ま
天
文
台
公
園　

宇
多

和
博
（
同
園
）

■
主
査
級

◆
総
務
課
広
報
室　

福
本
純
也
（
健

康
福
祉
課
社
会
福
祉
推
進
室
）
◆

総
務
課
広
報
室　

原
井　

誠
（
企

画
防
災
課
広
報
室
）
◆
企
画
防
災

課
復
興
企
画
室　

西
田
暁
史
（
同

課
付
兵
庫
県
派
遣
）
◆
税
務
課
町

税
対
策
室　

熊
渕
慎
也
（
同
課
収

納
管
理
室
）
◆
健
康
福
祉
課
朝
霧

園　

小
林
美
由
紀
（
同
課
健
康
増

進
室
）　

　

昇
任

◆
企
画
防
災
課
付
兵
庫
県
派
遣　

加
藤
裕
輝
（
上
下
水
道
課
上
水
道

管
理
室
）

■
主
事
級

◆
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
推
進
室

　

平
岡
奈
緒
美
（
住
民
課
年
金
・

保
険
室
）
◆
農
林
振
興
課
農
業
共

済
推
進
室　

東　

昌
雄
（
同
課
農

林
水
産
振
興
室
）
◆
建
設
課
付
兵

庫
県
派
遣　

増
田
享
一
（
同
課
道

路
河
川
事
業
室
）
◆
上
下
水
道
課

上
水
道
管
理
室　

松
本
和
也
（
税

務
課
町
税
対
策
室
）

保
育
園

◆
江
川
保
育
園
長　

廣
岡
絹
恵
（
長

谷
保
育
園
長
兼
石
井
保
育
園
長
）

◆
平
福
保
育
園
主
任
保
育
士　

衣

笠
昭
子
（
幕
山
保
育
園
主
任
保
育

士
）
◆
幕
山
保
育
園
主
任
保
育
士

　

清
水
正
子
（
三
日
月
保
育
園
主

任
保
育
士
）
◆
中
安
保
育
園
主
任

保
育
士　

上
谷
静
代
（
佐
用
保
育

園
主
任
保
育
士
）
◆
徳
久
保
育
園

主
任
保
育
士　

諏
訪
一
恵
（
三
河

保
育
園
主
任
保
育
士
）
◆
三
河
保

育
園
主
任
保
育
士　

竹
本
登
美
子

（
徳
久
保
育
園
主
任
保
育
士
）
◆
三

日
月
保
育
園
保
育
士　

蔭
山
京
子

（
平
福
保
育
園
保
育
士
）

　

昇
任

◆
長
谷
保
育
園
長
兼
石
井
保
育
園

長　

福
本
加
奈
子
（
中
安
保
育
園

主
任
保
育
士
）
◆
平
福
保
育
園
長

　

高
見
敏
美
（
同
園
主
任
保
育
士
）

◆
久
崎
保
育
園
長　

岡
本
け
い
子

（
三
日
月
保
育
園
主
任
保
育
士
）
◆

佐
用
保
育
園
主
任
保
育
士　

井
土

純
子
（
同
園
保
育
士
）

消
防
本
部
・
消
防
署

■
主
幹
級
（
昇
任
）

◆
管
理
課　

大
林
光
生
（
同
課
）

◆
管
理
課　

船
引　

学
（
警
防
課
）

◆
警
防
課　

船
引
升
晴
（
同
課
）

◆
警
防
課　

井
上
善
雄
（
同
課
）

　
■
課
長
補
佐
級

◆
警
防
課　

眞
島　

順
（
救
急
救

助
課
）

■
係
長
級

◆
警
防
課　

野
村
尚
史
（
救
急
救

助
課
）
◆
警
防
課　

中
井　

等
（
救

急
救
助
課
）
◆
救
急
救
助
課　

留

田
剛
志
（
警
防
課
）

　

昇
任

◆
救
急
救
助
課　

城
内
祥
吾
（
同

課
）◆
警
防
課　

眞
岡
明
信（
同
課
）

◆
救
急
救
助
課　

釜
谷
賢
治
（
同

課
）

■
主
査
級

◆
救
急
救
助
課　

衣
畑
佳
輝
（
警

防
課
）

■
主
事
級

◆
救
急
救
助
課　

辻　

光
裕
（
警

防
課
）

新
規
採
用
職
員

◆
住
民
課
戸
籍
・
住
民
相
談
室　

上
谷
麻
由
未
◆
農
林
振
興
課
農
林

水
産
振
興
室　

佐
藤
仁
勇
◆
消
防

本
部
・
消
防
署
管
理
課　

川
本
和

歩
◆
上
月
保
育
園　

山
田
真
里
枝

◆
佐
用
保
育
園　

山
本
裕
軌
◆
平

福
保
育
園　

春
江
有
紀

退
職
（
３
月
31
日
付
）

◆
春
名　

満
（
南
光
支
所
長
兼
地

域
振
興
室
長
）
◆
福
本
美
昭
（
生

涯
学
習
課
長
）
◆
福
井　

泉
（
教

育
委
員
会
教
育
課
長
）
◆
野
村
久

雄
（
上
下
水
道
課
長
）
◆
森
脇
惠

子
（
平
福
保
育
園
長
）
◆
平
田
洋

子
（
久
崎
保
育
園
長
）
◆
新
庄　

孝
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

◆
木
村
佳
都
男
（
上
月
支
所
長
兼

地
域
振
興
室
長
）
◆
諏
訪
嘉
毅
（
総

務
課
総
務
人
事
室
長
）
◆
加
藤
礼

子
（
上
月
保
育
園
主
任
保
育
士
）

◆
土
井
つ
ゆ
子
（
江
川
保
育
園
長
）

◆
岡
﨑
純
子
（
徳
久
保
育
園
調
理

員
）

併
任
解
除

◆
山
田
聖
一
（
復
興
担
当
理
事
）

３
月
18
日
付
で
兵
庫
県
に
復
帰
◆

首
藤
充
良
（
企
画
防
災
課
復
興
企

画
室
長
補
佐
）
３
月
31
日
付
で
兵

庫
県
に
復
帰
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り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常

１
週
間
貸
出
の
新
刊
雑
誌
も
２

週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
各
文
化
セ
ン
タ
ー（
会

館
）
図
書
室
は
開
館
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。。

　

現
在
、
毎
週
日
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
図
書
館
の
お
は
な
し

会
（
小
さ
い
人
）
の
時
間
を
４

月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

【
変
更
前
】
午
後
２
時
30
分
か
ら

【
変
更
後
】
午
後
２
時
か
ら

　

ま
た
、
季
節
ご
と
に
開
催
し

て
い
る
お
り
が
み
教
室
の
開
催

日
を
５
月
か
ら
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

【
変
更
前
】
第
４
土
曜
日

【
変
更
後
】
第
３
土
曜
日

　

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
は
な
し
会
（
申
込
不
要
）

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

３
月
号
広
報
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
通
常
の
月
末
整

理
日
に
は
行
え
な
い
所
蔵
図
書

の
整
理
を
行
う
た
め
、
４
月
10

日
㊐
か
ら
16
日
㊏
ま
で
休
館
し

ま
す
。こ
の
期
間
中
の
返
却
は
、

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
玄

関
に
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

長
期
休
館
に
伴
い
、
４
月
９

日
㊏
ま
で
特
別
貸
出
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
、
貸
出

上
限
を
な
く
し
て
何
冊
で
も
借

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
４
月
の
お
は
な
し

　
「
鼻
が
長
く
な
っ
た
兄
さ
ん
」

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

　

希
望
の
か
た
は
、カ
ウ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し

　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

４
月
10
日
㊐
～
16
日
㊏

　

  

館
内
整
理
の
た
め
休
館

           ４月  April  卯月               ５月  May  皐月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　　 　 　 　 　 １ ２  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
　３ ４ ５ ６ ７ ８ ９  ８ ９ 10 11 12 13 14
  10 11 12 13 14 15 16  15 16 17 18 19 20 21
  17 18 19 20 21 22 23  22 23 24 25 26 27 28
  24 25 26 27 28 29 30  29 30 31

図書館カレンダー

日
曜
日
の
お
は
な
し
会
と

お
り
が
み
教
室

開
催
日
の
変
更
に
つ
い
て

　

子
育
て
を
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
の
に
思
う
よ
う
に
い
か

ず
「
私
の
子
育
て
は
、
こ
れ
で

い
い
ん
だ
ろ
う
か
」
と
悩
ん
だ

り
、
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

子
育
て
が「
つ
ら
い
」か「
楽

し
い
」
か
は
、
お
母
さ
ん
の
心

の
状
態
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
心
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、

気
持
ち
も
優
し
く
な
れ
、
子
ど

も
と
も
良
い
関
係
で
い
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
子
育
て

に
疲
れ
た
と
き
は
、
少
し
肩
の

力
を
抜
い
て
気
分
転
換
が
大
切
。

　

マ
マ
プ
ラ
ザ
は
、
子
育
て
仲

間
の
出
会
い
の
場
で
す
。
親
子

活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
と
の

向
き
合
い
方
を
学
ん
だ
り
、
親

同
士
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
子

育
て
が
楽
し
く
な
る
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
た
り
、
お
互
い
の
頑
張

り
を
褒
め
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
心
を

ほ
ぐ
す
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
頑

張
ら
ず
に
楽
し
む
こ
と
。
親
が

楽
し
く
し
て
い
れ
ば
、
自
然
と

子
ど
も
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
よ
。

問
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
79
・
３
７
８
８

 

マ
マ
プ
ラ
ザ
だ
よ
り

子
育
て
を
楽
し
む

平成23年度
佐用町ママプラザ開講式

■と　き　５月12日㊍　10：30～
■ところ　さよう子育て支援センター
■対　象　子育て中の親または家族

★子育て仲間をつくりましょう。
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Library  Information

●大人向けの本
　全貌ウィキリークス　マルセル・ローゼンバッハ／著　早川書房
　岡山さんぽ見たり食べたり　柳瀬和之／著　吉備人出版
　日本の覚悟　　　　  桜井よしこ／著　新潮社
　あなたの「町内会」総点検　－地域のトラブル対処法
　　　　　　　　　　  佐藤文明／著　緑風出版
　ＡＫＢ４８の経済学　田中秀臣／著　朝日新聞出版
　工学部ヒラノ教授　　  今野　浩／著　新潮社
　栃木発、「待ったなし！」在宅緩和医療
　　－日本初の「ホスピスカー」が誕生するまで
                                                渡辺邦彦／著　文芸社
　七十二時間、集中しなさい。 －父・丹下健三から教わったこと　
　　　　　　　　　　　　　　　　丹下憲孝／著　講談社
　Ｗｏｒｄのイライラ根こそぎ解消術
　                                        長谷川裕行／著　講談社
　わが家の子育てパパしだい！
　　－ 10 歳までのかかわり方　小崎恭弘／著　旬報社

　予算がなくてもステキなデザインの
　フライヤー・コレクション
  　グラフィック社編集部／編　グラフィック社
■徹子ザ・ベスト　           黒柳徹子／著　講談社
　口が覚える韓国語　      李　美江／著　三修社
　物語の役割                   小川洋子／著　筑摩書房
★うからはらから           阿川佐和子／著　新潮社
　晴れた日には鏡をわすれて　五木寛之／著　実業之日本社
■人質の朗読会　  小川洋子／著　中央公論新社
▲いとま申して　－『童話』の人びと
　                                        北村　薫／著　文芸春秋
★警視庁ＦＣ　　　  今野　敏／著　毎日新聞社
　麒麟の翼　　　　　　  東野圭吾／著　講談社
▲カササギたちの四季　  道尾秀介／著　光文社
　花の鎖　                       湊かなえ／著　文芸春秋
　ばんば憑き　　　  宮部みゆき／著　角川書店
　天女湯おれん　春色恋ぐるい　諸田玲子／著　講談社
　忘れられた花園　上・下　ケイト・モートン／著　東京創元社

●子ども向けの本
　トリックアート図鑑だまし絵
　　　　　　　  　北岡明佳／監修　あかね書房
　キミはもっと速く走れる！１
　　－１週間で足が速くなる 12 のチェックポイント
　                                            近藤隆夫／著　汐文社
　土曜日はお楽しみ
　          エリザベス・エンライト／作　岩波書店

　▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光
図書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

着 図 書 案 内
2011.2.18 ～ 2011.3.18 受け入れ分の一部

新

ゴールデンウィークの業務
祝祭日

４月 ５月
25日 26日 27 日 28日 29日 30日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

月 火 水 木 祝 土 日 月 祝 金 土
  ごみの収集 ○ ○ ○ ○ ○ なし なし ○ ○ ○ ○ ○ なし

  センター搬入受付 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休

■搬入区分　【もえるごみ】【もえるごみ粗大品（50㌢以上）】【ふとん・衣服・布類】【缶・びん】
　　　　　　【家電・金属類】【陶器・ガラス類】あらかじめ分別して搬入してください。

※処理ができないごみや搬入方法は、町公式ホームページをご覧いただくか、、または佐用クリー
　ンセンターへお問い合わせください。

問佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

佐用クリーンセンター

■受付：月～金曜日の午前９時～午後４時30分（土日休業）
■処理手数料：100㌔まで300円、以降100㌔ごとに300円加算

ゴールデンウィーク期間中、次のとおり
業務を行います。

直接搬入

「ごみ」は野焼きせず、適正に処理しましょう。
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　町では、昨年「佐用町食育推進計画」を策
定し、食育の推進を図っています。今年度は「食
を楽しむ」ということに重点をおいて事業を
行います。
　ライフスタイルの多様化で、一律に推進し
ていくことは難しいですが、特に子どもにと
っては、家庭が子どもたちの食育の基礎を作
る場であることは否めません。
　幼いときから一人で食べる「孤食」、各自が
好きな物ばかりを食べる「個食」「固食」など
が日常的になると、一人で食べることが心地
良いと感じ、友人や家族でとる食事を居心地
が悪く楽しいと感じられなくなるようです。
テレビを消して家族で会話をしながら楽しく
食事をすることは、料理がおいしく感じられ
るとともに、味覚も広がり、心も満たされ食
事の楽しさを知る機会となります。さらには、

食事のマナーも身に付けることができます。
　また、祝い事や季節の行事などにかかわる
料理や伝統料理なども伝えることができ、料
理から自然の恵みに感謝する心を育てること
にもつながっていきます。

■重点項目
①家族といっしょに食事をしましょう。
②食事中にテレビを見ずに、食事や会話を楽
　しみましょう。
③一日一回は食事に十分な時間をとるように
　しましょう。
④「いただきます」「ごちそうさま」のあいさ
　つをしましょう。

　心身の成長や豊かな人間性をはぐくむため
に、「食を楽しむ」ことを実践しましょう。

食育だより 家族みんなで楽しい食事を

■国民健康保険に加入されているかたへ
　町では、生活習慣病予防や疾病の早期発見を目的として、40
歳～ 74 歳の国民健康保険に加入者に対する特定健康診査と、生
活習慣改善が必要なかたに対する特定保健指導を実施します。
　内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）は、様々な生活
習慣病を引き起こします。生活習慣病とは、糖尿病、高血圧、高
脂血症（脂質異常）など。進行すると動脈硬化を引き起こし、や
がては心臓病や脳卒中など深刻な合併症を引き起こします。
　特定健康診査を受けることは、自分の生活習慣病の発症リスク
や、総合的な健康状態を知るチャンスです。

■他の医療保険に加入されているかたへ
　後期高齢者医療保険に加入のかた、39 歳以下の町内在住のか
た、生活保護を受給しているかたは、どなたでも受診できます。
また、全国健康保険協会や職場の健保組合などの加入者も受診で
きる場合があります。くわしくは 3 月号広報と同時に配布した「平
成 23 年度の特定健診とがん検診等のご案内」をご覧ください。

　■申し込み・お問い合わせ　住民課年金・保険室　☎８２－０６６０

特定健診を受診しましょう
５月ポリオワクチン

実施日 実施場所
5月12日㊍  上月保健福祉センター
5月19日㊍  南光文化センター
5月26日㊍  さよう子育て支援センター

■実施時間
　午後２時～午後３時

■注意事項
①ポリオ予診票（白色）に必要
　事項を記入し、母子健康手帳
　を持って、都合のよい会場へ
　時間厳守でおこしください。

②ポリオワクチンを飲んだ後は、
　１か月間、他の予防接種は受
　けることができません。ご注
　意ください。

投与日程

問健康福祉課健康増進室
　☎８７－８０２０
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Health  Information

★ヨチヨチ健康相談（平成22年４月生まれ）
　　   ４月15日㊎　午後１時30分～
★１歳６か月児健診（平成21年８月～９月生まれ）
　　   ４月19日㊋　午後１時～
★４か月児健診（平成22年12月生まれ）
　　   ４月25日㊊　午後１時30分～
★すてきなママになるための教室（妊婦）
　　   ５月９日㊊　午前10時～
★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　 ５月９日㊊
　　   ７か月～１歳未満児　 午前10時～午前11時30分
　　   ２か月～６か月児　午前10時30分～正午
★すくすく健康相談離乳食教室
　（平成22年10月生まれ）
　　   ５月12日㊍　午前10時～

赤ちゃんとママの行事

■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　  ４月13日㊌
　  ４月28日㊍
　  ５月11日㊌
　 ※４月から曜日を変更しました。
　 午後１時 30 分～午後３時 30 分

問健康福祉課健康増進室　☎８７－８０２０

行事カレンダー

■がん検診の最大のメリット
　がん検診によって、がんが早期に見つかるばか
りではなく、いわゆる前がん病変が発見されるこ
とがあります。子宮頸

けい

がんの異型上皮、大腸がん
にの大腸腺腫（ポリープ）などがその例です。こ
のような前がん病変は、それを治療することで、
がんになることを防ぐことができます。

■「発見率」だけではがん検診の評価はできない
　検診を受けた人の中で、特定のがんが発見され
た割合を「発見率」といいます。発見率だけでは、
検診を正確に評価することはできません。発見率
は、対象となる集団の特徴によって大きく異なり
ます。子宮頸がんや乳がんなど、比較的 40 歳代に
多いものもありますが、多くのがんは年齢が高く
なるほど増加します。
　効果のあるがん検診かどうかを決めるには、い
かに多くのがんを発見するか（発見率）ではなく、

がんを発見したことで、そのがんによる死亡率を
減少させる効果があるかどうかということが、判
定の基準となります。

■がん検診の範囲
　がん検診は、「がんがある」、「がんがない」とい
うことが判明するまでのすべての過程です。がん
検診を受けて「異常がない」場合は、定期的に次
回の検診を受診することになります。「精密検査が
必要」と判断された場合には、精密検査を受診す
ることが必要です。精密検査や治療を受けない場
合は、がん検診の効果はなくなってしまいます。

■精密検査は必ず受診しましょう
　がん検診の結果が「要精密検査」となったら、
自覚症状がなくても精密検査を受けましょう。
正しい知識を持ってがん検診を受診し、健康
管理に生かしましょう。

がん検診の効果を知りましょう

■こころのケア相談日（要予約）
　  ４月15日㊎
　  　午後１時～午後２時
■若者の心と体の相談（要予約）
　  ４月15日㊎
　  　午後１時～午後３時
■エイズ・肝炎相談（要予約）
　  毎月第１・第３木曜日の
  　午後１時～午後２時50分
　  （５月・11月は第２・３木曜日）

問龍野健康福祉事務所　☎０７９１（６３）５１４２

※場所はいずれもさよう子育て支援センターで

※場所は佐用町保健センター

※母子健康手帳の交付は健康福祉課健康増進室とさよう子
　育て支援センターで行っています。事前に保健師がいる
　ことを確認してからお越しください。

※場所は龍野健康福祉事務所
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　☎０７８（３９２）１９０１

■受付期間　４月 18 日㊊まで
■試験日　５月８日㊐
■一般選考
Ⓐ【男性 200 人・女性 10 人】
　S50.10.2 以 降 生 ま れ で、 ４
年制大学既卒のかた、または
S51.4.2 以 降 生 ま れ で、H24.3
までに卒業見込みのかた。
Ⓑ【男性 30 人・女性５人】
　S50.10.2 ～ H5.10.1 生 ま れ
でⒶ以外のかた（H24.3 までに
高等学校卒業見込みのかたを除く）。
■特別選考

【語学（英語・中国語）各２人】
　一般選考Ⓐと同じ

【情報処理２人】
　一般選考Ⓐと同じ

【武道A・Bあわせて４人】
A　S61,10.2 以降生まれで、４
年生大学既卒のかた、または
S62.4.2 以 降 生 ま れ で、H24.3
までに卒業見込みのかた。
B　S61.10.2 ～ H5.10.1 生 ま
れでA以外のかた（H24.3 まで
に高等学校卒業見込みのかたを
除く）。
■採用時期
　既卒者　10 月上旬以降
　卒業見込者　来年４月上旬以降
■その他　語学、情報処理、武道区
　分は専門の資格などが必要です。
問佐用警察署　☎８２－０１１０

　郡猟友会の協力で、７月 14 日
㊍まで有害鳥獣捕獲活動を行いま
す。春になり山に入る機会も多く
なります。入山の際は目立つ服装
で、ラジオなどで存在を知らせま
しょう。
問農林振興課農林土木整備室
　☎８２－０６６７

お誕生おめでとう
2月21日から3月20日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます
2月21日から3月20日届出分　敬称略

■ちょうみんカレンダー
月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間

4/13
～ 27

水
～
水

  光都チューリップフェア   11㌻をご覧ください。

14 木   高年大学南光教室開講式   南光文化センター  10:00 ～
17 日   光都ふれあいウォーク   11㌻をご覧ください。
19 火   高年大学三日月教室開講式   三日月老人福祉センター  10:00 ～

20 水

  高年大学上月教室開講式   上月文化会館  10:00 ～ 

  行政相談

  町保健センター
 13:00 ～ 15:00  上月支所

  南光文化センター
  三日月文化センター    9:00 ～ 11:00

21 木   高年大学佐用教室開講式   さよう文化情報センター  10:00 ～ 

23 土   上月城跡　歴史と
  自然の遊歩道散策

  11㌻をご覧ください。24 日   光都プラザフリーマーケット
29 祝   西播磨フロンティア祭
30 土   スプリング８施設公開

佐用チャンネル放送更新日 ４月８日㊎・４月22日㊎

３月20日現在（　）内は前月比
人のうごき

　人　口　１９，９３４人（△２０）
　　　    　男 　９，５４２人 （△１４）
　　　    　女 １０，３９２人 （△　６）
　世帯数　　７，２１１戸（△　３）

　３月中の移動
      出生　１１人　死亡 　２６人
      転入　５０人　転出 　５４人

４月上旬～５月上旬

個人情報のため非公開

個人情報のため非公開

平成 23 年度
警察官採用選考

有害鳥獣捕獲活動中につき
山への立ち入りに注意
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2011/ ４月号

　４月からたつの市新宮町内に
あった兵庫県の消費者相談窓口
は、「西播磨消費生活センター」

として、西播磨県民局庁舎内に
移転しました。
☎０７９１（５８）０９９３

　メーターボックス内の保温材
は、長期間放置するとメーター
の汚れの原因となります。正確
な検診のために、ボックス内は
きれいにしておきましょう。
問上下水道課上水道管理室
　☎８６－１２１２

　「上郡清流会婚活支援の会」で
は、縁結び交流会を開催します。
■日時　５月 29 日㊐午前 10 時～
■場所　羅漢の里研修センター
　（相生市矢野町）
■会費　2,000 円（当日受付にて）
■申込期限　５月 20 日㊎
■申し込み・お問い合わせ
　名前、生年月日、住所、電話
番号を書いて、郵送・FAX でお
願いします（電話不可）。
　上郡町社会福祉協議会
　〒上郡町上郡 500-5
　☎０７９１（５２）２７９６

 FAX ０７９１（５２）５４４４

　小児慢性特定疾患医療受給者
証をお持ちで、８月以降も交付
希望のかたは、更新申請が必要
です。対象者に申請書を送付し
ますが、５月上旬までに届かな
い場合は、ご連絡ください。
■受付期間（土日・祝日は除く）
　５月２日㊊～６月 30 日㊍
■受付場所・お問い合わせ
　龍野健康福祉事務所（保健所）
　地域保健課
　☎０７９１（６３）５６８６

　神戸地方法務局龍野支局で取
り扱っている「会社・法人登記
事務」は、６月 20 日㊊から神
戸地方法務局登記部門で取り扱
うことになります。
　なお会社・法人の登記事項証
明書、印かん証明書の交付事務
は、引き続き龍野支局で扱いま
す。
問神戸地方法務局法人登記部門
　神戸市中央区波止場町１番１号

Information

今月の納税な
ど

問税務課町税対策室　☎８２－０６６２

小児慢性特定疾患受給者証
の更新手続きについて

縁結び交流会を開催

商業・法人登記事務

取扱庁の変更

５月２日  月  納期限
固定資産税第１期分

■受付時間
　午前８時 30 分～午後５時
■受付場所　役場本庁税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃
業などで納期限までに町税が納
められない場合は、納税相談に
応じます。

今月の納税相談日  ４月 22 日㊎

７月24日㊐で地上アナログ放送は終了

姫路ケーブルテレビ加入世帯は
平成 27 年３月までアナログ放送を視聴可

　テレビの地上アナログ放送が、７月 24 日で終
了します。
　ただし、姫路ケーブルテレビ加入世帯は、７
月 24 日の地上アナログ放送終了後も、アナログ
用テレビやビデオデッキでテレビを視聴するこ
とができます。月額の追加料金は不要です。
　この措置もいずれは終了します。できるだけ
早めにテレビのデジタル化対応をお願いします。

問姫路ケーブルテレビ　☎０１２０（１２９）１３０

　国では、地上デジタル放送が視聴できない住
民税非課税世帯を対象に、地上デジタル放送対
応チューナーを１台無償で給付する支援制度を
設けています。
　給付を受けるには申し込みが必要です。手続
きなどくわしくは、下記までご連絡ください。
　なお、申し込み締め切りは７月 24 日㊐です。

問総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎０４３（３３２）２５２５

地上デジタル放送視聴の準備を

住民税非課税世帯に
地上デジタル放送対応チューナーを無償給付

納税は納期限までに！
口座振替日は５月２日㊊です

県の消消費者相談窓口が
移転します

水道メーターボックス内を
きれいにしておきましょう
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　歩けるようになってからは、外で遊ぶのが大好き。
毎朝、自分で上着と帽子を持ってきて、外へ行こう
と誘ってきます。太梧の笑顔が家族みんなの元気の
源です。優しくて、たくましい男の子に育ってね。
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　江川川をさかのぼり、江川神社を左に分岐して末
包川沿いに谷を進み、1.5㌔ほど集落を過ぎたあたり
で、谷は狭く川が大きく屈曲して正面に崖

が け

がせまり
ます。現在は車道が通り、崖を横目に気づかず通過
する人も多いでしょうが、この崖には２体の地蔵仏
が彫られています。こうした岩壁を削って彫り出し
た仏像を磨崖仏と呼びます。
　この地は「神座ナメ」と呼ばれますが、「ナメ」は
古語でいう「岩」のことで神の依

よ

り代
し ろ

であったのか、
いずれにしても信仰の場所であったようで、伝承に
よると源平の戦いで敗れた平宗清が当地へ逃れてき
て、７体の仏像を彫り始めました。しかし２体が完
成したときに夜が明けたので、残りは輪郭だけをえ
どって帰ったといわれています。そして信心深い人
には７体とも見えるとされています。
　２体の地蔵像は上下にずらして彫刻され、左下の
ものは像高 71㌢、異形舟形の台座に立ち、顔面部は
極薄の肉彫り、他は線彫りとして全体的に平板な仕
上げです。錫

しゃくじょう

杖を左肩側に持つ点は通常の地蔵とは
逆で変わっています。右上のものはやや小さく像高
58㌢で、２体とも同様の様式や手法で彫られること
から、同一作者によるもので室町時代の作と推定さ
れます。町内では唯一の磨崖仏であり、昭和 63 年
に町指定史跡になっています。
　この先を進むと今は門跡や地名がわずかに往時を
しのばせる観音寺跡があり、また大原へ抜ける古代
因幡道があったと推定される交通路。神座ナメは交
通難所の一つと思われ、先人の苦労と信仰を今に伝
える遺産となっています。

　

佐
用
町
の
誇
り　

神じ

ん

ざ座
ナ
メ
磨ま

が

い

ぶ

つ

崖
仏
と

古
代
交
通

　皆さんは、佐用チャンネルで放送中のキラキラch
（キラch）をご覧いただいてますか。西はりま天文台
からの情報発信番組です。 
　キラchは、インターネットでも配信しているのです
が、無料配信されている番組を紹介するサイトの映像
番組部門で、全番組中７位に入りました。トップテン
入りしている他の番組は、専門の業者が作成している
ものばかりです。一方キラchは、企画・撮影・編集な
ど全て天文台職員による手作りなのです。現在は主に
、坂元 誠研究員が製作を担当しています。
これからもキラchを応援して下さいね。

西はりま天文台公園 主任研究員　鳴沢真也

　番組名を決めるとき、他に出ていた案は次の
うちどれでしょう？ 
①スター・ゴーゴーゴー　②ザ・宇宙仰天ニュース
③チャンネル７　　　　④星空ガッテン！

天文クイズ

ご覧いただいてますか「キラキラｃｈ」

【応募方法】はがき、または FAX・メール（アドレスは
左記に変わりました）で住所、お名前、年齢、電話番号、
答えを記入し役場広報室まで送ってください。正解者の
中から抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表
は景品の発送をもって当選者のかたにお知らせします。

◆
連
日
報
道
さ
れ
る
東
日
本
大
震
災
。

そ
の
惨
状
に
絶
句
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
昨
年
、
大
水
害
を
経
験
し
た
佐
用
町
。

今
日
ま
で
復
旧
・
復
興
で
き
た
の
は
、

皆
さ
ん
の
ご
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国

か
ら
温
か
い
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

救
援
募
金
や
防
寒
着
の
収
集
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
◆
４
月
の
人
事
異
動
で
広

報
業
務
を
離
れ
ま
す
。「
広
報
は
ま
ち
づ

く
り
」
を
信
じ
て
丸
３
年
。
思
う
よ
う

に
な
ら
ず
、
も
が
い
て
き
ま
し
た
。
振

り
返
れ
ば
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
郷
土
を
愛
し
活
動
す
る
人
た

ち
に
出
会
え
た
こ
と
は
、
私
の
財
産
で

す
。
◆
や
り
残
し
た
感
も
少
々
あ
り
ま

す
が
、
本
号
ま
で
精
一
杯
や
り
ま
し
た
。

悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ⓗ


